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持続可能な外交をめざして : 幕末期、欧米外交官
の将軍拝謁儀礼をめぐる検討から







Toward Sustainable Diplomacy : Western








































浮かび上がったのは、このとき ハリス迎接儀礼が徳川幕府 とって、駐在代表による本 元首 親書奉呈から開始される、西洋の慣例に則った外交関係の幕開けを示す 同時に、けっし 経験値ゼロから始まる未曽有の事態ではなく 先に触れ 、政権内外に広 りを持つ儀礼伝統に則って構想されたという事実である。　
なかでも、ハリスに対する具体的な式次第が、長年の蓄積を持つ















































































将軍拝謁を検討課題に載せなければならなく ったのは 後から来日したアメリカ総領事ハリスの登城・将軍拝謁が、当人 強い要請に端を発する長い論争ののち、いよいよこの時期に実質的な決定を見たことと
（
8）、密接に関係していると考えてよいであろう。注目すべ



























































にそうした方針が、下田から江戸に出府 たハリスの場合と違い、長崎から江戸までの長い道中にか わる各地――大坂、京都を含む――の役人にも触れ出されたということ、ひいてはその新しい 御取扱振」を各地の民衆もじかに見ることになったと う点で、 のケースは、日本の対外関係の変化を事実上広範に告知する画期的な意義を担ったと言うことができる
（
11）。諸準備が整い、実際にドンケル












交渉は江戸到着後、主に永井尚志との間で延々と続いたが その内実は というよりもむしろ、永井がかねてよりの知己であるドンケル＝クルティウスから、欧州諸国における外交儀礼一般についてさまざまに聞き出し、学び取る機会として活用したもの 見なすことができる
（
23）。しかもそのうえで、結果的にはドンケル＝クルティウ
ス自身をして、 「若し其使節國書を持參候ハゝ 今般之亞米利加コンシユル之例を御取用ひ、書翰無之候ハゝ 私拜禮相願候儀式 以、御沙汰ニ相成候ハゝ、異論有之間敷候
（
24）」という、幕府が当初より予































































の種の儀式をできるかぎり類型化、平準化し、自らのルーティーのなかに取り込むことを優先し 様子が明白に見て取れよう。西洋諸国から 登城二人目にして、幕府が早くも「向後外國官吏等參府之規則」を確立しようとの意思を持ったこと 背後には、ケースが今後加速度的に増加す いう予測、また それを受け入れていくという認識がこの時点で存在 たと考えること できる
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どに得 情報から、対米条約 の進展を含めて、直近の日本 おける対外関係の動向をよく承知してい こと、他方、先 触れたとおり日本側で重要なチェックポイントと考えていた、新たな委任状
するという段取りでよろしいか、との伺いを立てている。　
これについて江戸では、二年前、下田に駐在を開始していたハリ
スが初めて江戸出府を希望した折の大論争で、当初よりその早期実現を是とし、開明的な論陣を張っ 元大目付筒井政憲――プチャーチンの第一回、第二回の来日の際、全権と て応接にあたった一人でもある――と、その系列に属する海防掛の大目付・目付衆、これにペリー以来 対外交渉に関与してきた林大学頭復斎を加えたメンバーが対応を協議した。このとき彼らが提示したのは、拝謁云々以前、プチャーチンが新条約締結に関 本国政府の委任状を所持しているか否かを基準に、出府の可否を判断し、所持なくば下田限りにて、あくまで先の条約の批准書交換のみを行う 考え方だったのである
（
33）。――明治後、アメリカの首都ワシントンに着した岩倉
使節団が全権委任状不所持 ため先方政 と不平等条約改正交渉開始できず、大久保利通 伊藤博文をいったん日本に送り返 た有名な逸話がある 、そこから十五年 遡るこの時点で、徳川幕府は外交交渉の場における委任状の意義を十分に理解してい こ 知らなければ らない。　
なお、右の面々とほぼ同時に、幕府内では評定所一座として別に
同件に関する意見が提出されてい 。こ では 新条約交渉 関し、アメリカ 門戸を開いた以上ロシアにも認めなければなるまいとう、いわゆる最恵国待遇に近い考え方、また、 「和蘭亞墨利加之御
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き、将軍に拝謁したいとの希望も、こ 会談でプチャーチン側から言及された。その際、先の来日の折に「戸田ニて格別之御恩」を蒙ったことに関し、将軍へじかに御礼を申 述べた 旨を言い添えている。これが 有名な「ヘタ号」の逸話――安政 大地震に遭遇し、大破したプチャーチンの乗艦ディアナ号に代え 現地住民の手で新船ヘタ号を建造するととも 、足止めされたロシア士官らを厚遇した――を指すことは間違いあるまい。　
応接掛はこれに対し、 「江府拜禮之儀は、精々力を盡し取計可申」
と意外にも何らの留保もなく前向きの回答を与え ととも 老中へは、 「國書等持參不仕候得とも、是迄度々使節として渡來致候布恬廷之儀 出府拜禮等強て差拒候ハゝ 又々何樣之害を生 可申哉難計候間、御許容相成候方、御都合 宜可然哉と奉存候
（
37）」と、事実




う形がとられ かったことについては、明らかな理由を証する史料はないものの、プチャ チンの来日後すぐの定期登城日にあたる六月二十八日、あるいは七月朔日前後、養君の祝賀行事で 中の日程が詰まっていたことを想起し、かつ、七月十五日 いわゆるお盆であって、もとより通例 十五日とは違い 何よりこ とき、七月六日の第十三代将軍家定逝去を幕府がひた隠しにしていたこ を考えれば、この新ルールが一回限りで放棄され こと ついて特別の説明は要すまい。また 列席者の内衣 ドンケル＝クルティウスの際の「熨斗目袷」から「染帷子」に変わっているのは
（
45）、式の性格とい






















行」の発令が決定され 。弘化年間以来、目付系、勘定奉行系を軸に幕府内 既存の組織をま がるタスク・フォース的な形で常置され、年々繁多となる国際問題に対処してきた「海防掛」を廃止し既存業務から独立した対外関係専門の職掌を発足させたものであ 。その初代の顔ぶれは、水野忠徳、永井尚志、岩瀬忠震、堀利煕、井上清直 五名であった
（
44）。いずれも、すでにここ何年も幕府の外交を









































































































経緯を説明することは本稿の趣旨 外れるが、 の昇格 より、本
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年十月十三日にハリスが老中 宛てて差し出した書簡で 安政四年の初めての拝謁の際と明白に異な 扱いを受けたことを、自ら、ひいては自らを名代とするアメリカ大統領を軽視 たも と見なし原文では“
uncourteous and im









































 （今般の服装が長袴となることについては打ち合 際に伝達済みであったことをいったんハリス側 も認めさせたうえで）
日本の













 前回と異 り、こ たびは城中 参列者が適切な礼服を身に付けず、とりわけ、頭上に被り物を用いていなかったこと。
　
⑤
 拝謁後、先の登城では筆頭老中堀田正睦以下の幕閣一同 あらためて別室に居並び、挨拶を交わしたのに対し、今回は同様の場面において二名の老中 出席し だけであったこと。
　
⑥



















こでは直近のプチャーチンの登城に触れて るが、これがさらに三カ月前のドンケル＝クルティウスの例 準じ 成立した とは再度説明するま もあるまい。その節 「向後外國官吏等參府之規則」を確立するとの意識は、今回ハリスの登城にあたり確実 生きて実践されているこ がわかる。　
このような主張に加え、とくに実務レベルの外国奉行らは、ハリ









の理由により、予定外の略式の対応 な ものであろう。また、ハリスが謁見の二日後 本国 書き送った報告からは、彼の不満が突き詰めるところ、間部から受けた侮辱一点 帰すると言っても過言ではないこと 読み取られ
（
70）、仮に双方の間に多少の意図のすれ違



















































の日常化を図ろうとする過程のなかで二度目のハリス登城に適用された、長裃の着用を基調とする格式と 、 つの水準に区分して、最終的な整理を試みているこ がわかる。前例 してはいずれもが「國書持參之者」のケースであり、国書奉呈を目的としなかったドンケル＝クルティウス、プチャーチンのときの半袴という選択肢は消えている。実際、右に引用したように、もはや国書の有無は議論しないと述べており、登城が「初て」か否かのみに着目しようというわけである。　
民間人と見なされていた出島のオランダ商館長が公的立場の領事







































たカテゴリーを設けておくことには、もはやほとんど意味がない。基本的には国書を持参し いる を前提とした使節を、初の拝謁の場合はなお「特礼」に近い形で盛大に、二度目以降は「徒に繁褥の礼文を用て、虚飾を施す」ことをせず、 「懇篤和親の礼典に據」って迎接する。この区別のみ想定しておけば、相手方にも礼を失することなく、かつ、幕府としても持続可能な態勢を築くことができるだろう。このたび 外国奉行の提案には、 のような思考回路 表れていると考えてよい ではないか。　
ただし、ここで「初て」とするのが国単位での初めてか、人単位

































































ここで見てきた七つの具体的なケースを通じ、ひとえに現実に対処するなか 当時の幕府が獲得したスタン と言うべきものであった。それは、むろん一面 おいて必死の努力であったと同時に た えば二度目のハリス登城からそのやり直 までの過程において典型に表れるように 押されても押され も、 「猶我國の格例によりて參考講定し……永世不易の禮典を講定 たし度」と言い切る自信為政者としての覚悟に裏打ち た行動でもあっ こ がわか 。　
他方、これを別の角度から見れば、頑なに「我國の格例により







れた初代駐日アメリカ総領事タウンセンド・ハリスの登城に端を発する、欧米諸国から日本に到来した最初期の外交官による一連の将軍拝謁儀礼の経過であり、そのために徳川幕府が要求された準備、検討の実態である。とりわけ こ 展開のなかで二つ目の事例にあたるオランダ領事官ドンケル＝クルティウス以降のケースを、こうして連続的に紐解いてみ と、 「向後外國官吏等參府之規則」 「我邦礼典の常とする所」 「以後の通例」 「永世不易の禮典」と、そ ときどきに使われ 表現はさまざまであっても、当時の幕府がある一定の方向に向かっ 努力を重ねたことが手に取るように浮かび上が 。　
あらためての説明も要すまいが、ここで幕府がめざしたのは、従
来国交のなかった欧米諸国から次々と外交官 到着す 事態 あって、将軍がそ 居城 おいて彼らを引見する により 外交関係の開始を認証するという象徴的行為を、幕府 側で き かぎ 特別視せず、そもそも数々の殿中儀礼を軸に成立してきた 言える政権の枠組みのなかに取り込み、平常の準備の範囲で彼らに対しう態勢をつくることであったと捉えられよう。儀礼 窓口 、より広義の解釈 すれば、 「外国奉行」を設置すると う発想が同時期生まれ、実現したこととも相俟 て、対外関係業務そ もの 、もはや特例的な対応 要求される業務ではなく、幕府の一所掌領域と
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伝統に則り、そのなかに位置付 られることを前提としなが 、多分に異文化的要素を含み、それを検討することは自ずと、幕府としての文化的経験の枠を広げることにもなっていた 考えられる。　
ところで、この一連の経緯にはさらにもう一つの側面として、ア













コック、ド＝ベルクールの拝謁式をそのまま踏襲して官服が用いられていることから、その背景について 別稿で検証したいと考えているが、ここではまず 万延元年以降、外交儀礼の様式がいったん、たしかに固定され、あるいは完成し、もはや個々の式にあたって議論を要 なくなったという事実を確認 ておきたい。外交代表を江戸城に迎えて行う儀礼は、五年 わたる試行錯誤を経 、こ 時期、徳川幕府が挙行する各種殿中儀礼の一つとして定着を見 のである。　
それが短期間で途絶えざるをえなかったのは、文久三
（一八六三）
年から、将軍家茂の上洛が繰り返され つまりは主人が江戸城 留守にすることが多くなって、外交官のみならず、従来からの大名、幕臣の御目見を含め、登 ・拝謁儀礼そ ものが成り立たなくなったためと考えることができる。この空白を挟んだのち、最幕末期、慶応三
（一八六七、 一八六八）
年の二つの事例においては、様相は一






















































































































































































































































































































































































































































hina and Japan, 1857-1859: P


















































































































































 第四篇』 （一九六七年） 、前掲（
49）収録の
“R
egister, 1855-1906 ”, 萩原延壽『遠い崖
 四〜六
 アーネスト・サトウ日記抄』
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皇の時代』 （朝日新聞社、 二〇〇七年）がある。また、 ジョン・ブリーン『儀礼と権力
 天皇の明治維新』 （平凡社、二〇一一年）も参照のこと。
